第１３回第１部会（行政推進）概要

日　時　　平成２０年２月１９日（火）　午後６時３０分～午後８時２０分

場　所　　登別市役所　第４委員会室
司会進行　鎌田委員
出席者　　平秀里、合田美津子、石亀裕、鎌田和子、田中寛志、谷崎博美
事務局　　二階堂企画グループ総括主幹、宮崎企画グループ企画主幹、

沼田企画グループ主査（企画調整担当）
議　題　　１．部会の議事録の取り扱いについて

２．フォーラムの事前学習
１　部会の議事録の取り扱いについて
❑　部会の議事録の書き方に問題があるという話がＡ委員から有り、事務局からも議事録の取り扱いについて部会で協議して欲しい旨の提案があった。問題となっている点についてＡ委員から説明をお願いする。

❑　自分の発言がどこが抜けているかは思い出せないが、ここ３カ月間に行われた部会での発言が抜けていると思う。事務局によると議事録の確認は部会長と副部会長にしか確認していないとのこと。議事を筆記しているメモを見せて欲しいと事務局に話をしたが、部会で議事録について話し合いたい。

❑【事務局】議事録については、全体会議で一字一句を記載するのではなく、要点筆記で作成することとなっています。確かに議事録については意図的に事務局の判断により記載していない部分もありますが、それは誹謗中傷等の発言の部分についてです。全文を筆記するとなれば全ての部会でテープ起こしと言うことになりますが、そうなると現状の事務局人数では対応しかねます。
また、議事録の取り扱いについて全体会議で決定する必要があるかと思います。部会で書記を定めて議事録を作成するということも一つの方法ではないかと思いますが。

❑　これまでも議事録については、皆さんにお配りする前に事前に部会長と副部会長に送られてきますので、内容について加筆修正を事務局にお願いしている。誹謗中傷の部分を削除していることは理解しますが、全文筆記となると事務局では対応が困難とのことです。

❑　好意で必要なものを記載しているのだと思いますが、大事な発言を記載していない部分がある。
❑　今度からここが大事、重要な発言だと言ってはどうか。

❑　市民自治推進委員会以外の会議に出席することがあるが、ここは議事録に残していただきたいと言うことを会議中に私は発言している。今後、議事録の内容を確認するのであれば、部会の終了後に事務局のメモを見せてもらい、内容を確認しなければならないことになります。

❑　無駄な時間です。自分たちが行わなければならない議事録作成などを事務局、市役所に頼んでいることを踏まえる必要がある。そこまでする必要はない。

❑　事務局は高速筆記をしているわけではない。要点をまとめて書いている。議事録の記載の方法として会話の部分を無くして決定事項だけを記載するという方法もあるがそれはいかがかと思う。

❑　議事録の内容を確認しながら、現行の方法で続けていくしかないと思う。

❑　部会で書記をするということになれば、Ａ委員にお願いしましょうと言うことになるかもしれない。

❑　やってもらいましょう。

❑　事務局から何かありませんか。

❑【事務局】議事録の確認方法については、全部会において部会長、副部会長に議事録内容を確認していただき、全部会員に確認しなくてよいという扱いになっていたと認識しています。部会長、副部会長に議事録の内容を確認いただき、修正願いたい。
❑　要点筆記は当然了解している。言わないで置こうと思ったが、以前の部会で防災マップの行政評価についての発言がその部分が全く削除されていた。掲載すべきとの意見をメールで述べ、その後担当者と話し合って一応了解した経緯が有るが、行政は都合の悪い部分を意図的に削除するのではとの不信感は残っている。
❑　防災マップは外部評価の時に話があったかと思う。

❑　防災マップについて話があったのは記憶にある。しかし、市の職員から説明があり、終了した事業であり、作成し直したのでその話はもう終わっていると思っていた。
２　フォーラムの事前学習（資料「講演会から　慶應義塾大学　教授　片山善博氏（前鳥取件知事）」の読後感想について）
❑　資料は読んではきたが、具体的にははっきりしていない。この資料のようにはなかなか進んでは行かない。もっとゆっくりと進むべきではないか。
❑　もっと役人職の強い人かと思っていたが、資料を読んでみるとそうではなかった。予算をオープンにしていることや職員から反感を買っても給与を削減し、市民・世論を味方にしていることがこの人の全てだと思う。
❑　片山さんはよくマスコミに出ていた。この資料は、市民よりも行政職員に読んで欲しいと思う。小さな県だから改革ができたといわれるが、県の大小を問わず片山さんの考えは正しいと思う。
❑　講演も４回くらい聞いている。ビデオも見ている。片山さんは日本をかえていく最先端にある人。自治省出身ということもあり、自治が身に染みついている。こういうリーダーがいないと日本は変わらない。言葉もやさしい言葉を使って暖かみがある。信頼のおける行政マンだと思っている。

自治は頭で分かっていることと体で分かっていることと違う。鳥取県は全てオープンにしている。日本の自治体は見習うべき。

❑　片山さんの言うことはもっとも。なぜ、他の自治体でできないのか。市民のチェックが大切。議員や市長を選ぶのは市民。市民がちゃんとした目を持たないといけない。行政の透明性を確保することも大切。市は、いろいろな角度から県よりは中身が見やすい。もっとしっかりとした目をもって行政を見ていかなくてはいけない。
❑　意見が偏ってはいけないと思い市や道のＯＢからときどき話を聞いている。その人達との話では、発言に気をつけろと言うことだった。総論賛成各論反対になりがちなので、気をつけろと言うことです。
　　なぜ、市民自治推進委員会のような場に市や道のＯＢが参加しないかと聞いてみると裏を知っているから参加しにくいとのことだった。市民にしがらみが無く発言できる人がいるかといえば疑問だ。

❑　３月２日に市民自治フォーラムをするために２回の勉強会を開いた。市民自治推進委員会の会長である田中さんもパネリストとして出席するので、この勉強会を踏まえ、こういったまちづくりをしようじゃないかという意見をこの場で出していただきたい。田中さんも自治フォーラムの時に発言しやすいのではないかと思う。
❑　市民自治フォーラムの内容が分からないのですが。

❑　市民自治フォーラムの概略について説明します。市の広報に開催案内・概略が載っていたが、これを見ればだいたい分かると思うが見てませんか。

❑　見ていません。

❑　自治フォーラムは全体会議において実施を決定したもので３月２日（日）に開催します。「市民自治でまちをかえよう　気づけばかわる　明日の登別」と題し、市民会館中ホールで開催します。
第１部は基調講演として北海学園大学法学部教授の森啓先生にお願いしています。
第２部はフィッシュボール形式で意見交換を行います。コーディネーターは森先生。パネリストは行政から高田総務部長、議会からは石山議員、市民自治推進委員会からは田中会長、連合町内会は山田会長、商工会議所青年部からは太田会長が出席する。石山議員については、議長ではなく、一議員として出席するとのこと。
　　フィシュボール形式では、参加者がコーディネーターやパネリストを取り囲む形で意見交換を行います。時間があれば質疑応答もあるかもしれません。
　　参加にあたっては、資料代として２００円を各自からご負担いただきます。協賛いただける企業からは一口２,０００円でお願いすることとしています。

　　第１部会では、部会長と副部会長で協賛金を集めようと思っています。

　　当日は、１２時に市民会館に集合し、会場設営を行いますので、皆さんにもお手伝いいただきたい。

１３時開演で１３時１５分から基調講演、１４時３０分から討論会で１５時５０分から閉会式、１６時終了となる予定です。

１３時７分から講師の入場エスコートと終了にあたっての謝辞を第１部会ですることとなっています。
❑　昨日、二役で話をしたが、スケジュールが若干変わっています。入場エスコートではなく、講師には最初から会場に入ってもらおうと考えています。スケジュールは、２月２７日の運営委員会で報告します。

❑　当日、第１部会が謝辞となっているが、司会が謝辞を述べればいいのではないか。

❑　第１部会が発起人なのだから第１部会ですべき。

❑　質疑等により終了時間が１６時からのびるかもしれません。閉会後、後片づけを行い、１６時３０分くらいには終了するのではないかと思います。

　　当日、市民自治推進委員会の委員が欠席というのも好ましい状況ではありませんので、ぜひ、参加していただきたいと思います。

　　資料引換券については、第１部会に３０枚割り当てが来ています。お金はもう運営委員会に納めています。資料引換券をお渡ししますので、お使いください。
　　また、協賛については、個人でもすることができます。当日配布の資料に協賛企業の名前を記載します。皆さん出席はできますか。

❑　出席はしますが、用事があるのでお手伝いはできません。

❑　出席します。
❑　カルルス冬まつりが同日に行われ、そちらにも行かなければならないので、半分くらい出席します。

❑　フォーラムに関して他に何かありますか。

❑　当日は、市民の立場で自治について話そうと思います。選挙制度についてですが、選挙は組織選挙になっている。議員は住民の代表のはずですが、悲しいかな組織の代表になっている。組織のない市民はなかなか選挙に出ることができない。市民の代表が議会にでれるよう方向性を考えるのが市民自治だと思う。

❑　森先生はなんと言うだろうか。否定されるかも。

❑　かまいません。あまり学者といわれる人の言うことを私は信用していない。学者の考えたつくば市をみても決して成功したとは言えない。ニセコの町長をしていた逢坂氏に町長時代に面談をし、教えてもらったのが「言い続けて、考えて、間違ったらごめんなさい」とやってみて間違ったら素直に非を認めることと、ブレーンを持つことです。

❑　今はコンピューターが普及されていてウエブの掲示板などで匿名で意見が出ている。新聞の投稿も氏名が伏せられて言いたい放題。こういった状況は良くない。

❑　Ｃ新聞社では氏名は公表していませんが、投稿を受けるときに氏名と住所を確認していると聞いている。

❑　Ｃ新聞社もそうだが、何でもおもしろ半分に意見を載せすぎ。

❑　３月で１年たつ。以前、自治の在り方を考えて欲しいとの意見があった。出席率についてや部会の在り方についてなど、議論すべき項目はいろいろあると思う。部会としての在り方、運営委員会、全体会議も含めて思っていたこと、思いこみなどを話し合いたいと思う。こういった話については、以前にお話しさせていただいたが、そのときは時期尚早といわれた。議案としていかがか。

❑　８月に全国大学政策フォーラムが登別市で開催された。参加はできなかったが、事務局（企画グループ）から資料をいただいた。学生からさまざまな提案がされている。こういった提言をもとに話し合いたい。
❑　市民自治フォーラムの結果を受けて、すぐに市民自治フォーラムについて意見交換をした方がよいと思う。
❑　大学フォーラムについても良いが、４月にでもこのテーマはできる。

❑　次回は、市民自治フォーラムの反省会とします。

◎次回開催日時等

日　時　平成２０年３月１８日（火）　１８：３０～
場　所　市役所２階　第２委員会室

テーマ　市民自治フォーラム参加の反省会
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